
◎：達成

○：概ね達成

△：やや不十分

×：不十分

今年度の達成状況 自己評価

課程 今年度の達成状況 達成度

YTCにおけるデュアルシステムや地域のものづくりイベント、
子供向けのイベントなど専攻科の取り組みを生かした様々な
取り組みを行った。

○

「専攻科活性化・魅力化の方向性～WGによる検討まとめ～」
を受け変更した新しい学科と教育課程における初めての卒業
生となった。自動運転やYTCでのデュアルシステムなど産業界
と連携した取り組みができた。

○

HPなどで日々の学習の状況など広報活動を行っている。
全日制・定時制生徒との交流する機会を増やし、積極的な周
知や体験に関する取り組みができた。

○

令和７年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）　　　　 山形県立米沢鶴城高等学校〔全日制の課程〕

達
成
度

スクールミッション
伝統ある産業教育を受け継ぐ専門高校として、実践的・協働的な学習活動に取り組むことを通して、誠実な心と挑戦する意志を基盤
とした人間性を豊かにすると共に、新たな価値を創り出せる資質・能力を身に付け社会で発揮できるようにすることで、持続可能な
地域や社会の創り手となり、その発展に貢献する人材を育成します。

（１）宮城県など様々な見学の機会を増やした方
がよいと思います。
（２）企業としても学ぶべき点がありとても参考
になりました。地域と連携したこれらのことを継
続的に行ってください。
（３）商業科も同じ学校にあるので、これまでと
違う新しい視点の取り組みをぜひ行っていってく
ださい。
（４）クマ出没アプリなど上郷地区での実践をお
願いしたい。

学校関係者評価

入学者増への取り組みの実施

学校関係者評価次年度に向けた改善策

探究的な取り組みにつなが
る外部連携の在り方の研究

新学科カリキュラムの実施
と検証

次年度に向けた改善策

（１）米沢鶴城高校になっても生徒のあいさつが
良い。これからも一緒に地域づくりを含め期待し
ています。

（２）インドからの留学生が来たことで生徒に
とって良い刺激となった。デュアルスタディで実
践的な人材育成を今後も強化してください。

（３）少子化の影響から生徒数は少なくなってい
るが工業・商業の昔の話をしても進まない。生徒
にとって必要な先端的なことや海外との交流など
進めてほしい。

（４）SNSの発信などをよく見ている。中学生に
とって米沢鶴城高校の情報発信は分かりやすい。

（５）部活動で旧米沢工業高校・旧米沢商業高校
が同じチームになって大会に臨んだ今年度は大変
なこともあったと思う。地域の期待は非常に大き
い。

（６）インスタなどSNSを中学生にもっと見てもら
えるようになればよい。採用難の時代で専門性が
高い生徒なので地元にぜひ就職してほしい。

（７）これからはAIの時代ですがまだ使いこなせ
ていないと思いますので、生徒が活用できるよう
に積極的に取り組んでほしい。

（８）海外との交流は大変重要な教育活動だと思
います。担当教員を配置するなどして取り組んで
ほしい。

（９）留学生受け入れのすばらしい取り組みをSNS
でもっと発信すると良かった。

（10）ICT活用については学年、教科で評価が様々
で課題がある。

〇ICT広報部を中心により志
願者増につながる訴求の仕
方について検討していく。

〇採点ソフトについては数
学だけでなく、様々な教科
で活用が進んだ。
〇AI活用など新しい活用方
法の研究を進める必要があ
る。

評価項目重点目標

1

(1)育成を目指す資質・能力に関する方針
①自己と他者を尊重し、志高く物事に挑戦する力と
誠実な心を育成します。
② 実践的・協働的な学びによって専門性を高め、次
代の産業を支える力を育成します。
③ 新たな価値を創り出し、持続可能な地域や社会を
実現できる力を育成します。

①海外研修や外国の方々との交流を通して、多文化共生について理解
を深める。【海外派遣５名以上、全生徒が外国の方との交流機会を持
つ】

②「キャリア探究」や「課題研究」など地域連携による探究型学習の
推進と社会の一員としての社会参加活動を行う。【行政や企業と連携
した「キャリア探究」の事業を年３回以上、地域行事への参加を年２
回以上】

専
攻
科

入学者増につなげるため広報・情報発信の強化を図る。【HPでの学習
活動発信や地域イベントへの出展等参加、オープンキャンパスの実
施】

(1)「自立・自律」を認識し、組織の一員としての責
任を持ち、「自ら考え、自ら学び、自ら行動する」
能力を育成します。
 
(2)地域社会との連携・協働により、創造的・実践的
な学習活動を行います。

(3)自己のあるべき姿を明確に保持し、実現のための
キャリアプランを有する生徒を募集します。

重点目標

(3)入学者の受入れに関する方針
①【工】 志望する動機及び目的意識が明確で、もの
づくりや創意工夫することに興味・関心がある生徒
を募集します。
　【商】 志望する動機及び目的意識が明確で、ビジ
ネスに関する学習に興味・関心がある生徒を募集し
ます。
②【工】工業技術を活用し社会の課題解決に取り組
み、地域との関わりを持って将来の産業を担いたい
生徒を募集します。
　【商】自らの個性や能力を伸ばして社会の課題解
決に取り組み、地域との関わりを持って将来の産業
を担いたい生徒を募集します。
③体育・文化活動や生徒会活動に積極的に取り組も
うとする生徒を募集します。

4 その他

評価項目

外部講師や関係団体との連携を密に、主体的に他者と関わり課題を発
見する能力を身に付ける。【展示会やイベントへの出展、発表等】

産業界と一体となった社会に開かれた教育課程の開発・実践を図る。
【VTuber利用PR動画、e-ラーニング活用による個別最適な学び、デュ
アルシステム、フレイル予防等での連携した取り組み】

①産業系高校フューチャープロジェクト、DXハイスクールなどの事業
を通して企業や大学と連携した学習活動を行う。また、地域企業での
デュアルシステム授業を実施する。【課題研究５テーマ以上が企業や
大学等と連携した取り組みにする。１学科以上デュアルシステムにお
ける取組を実施する。】

②ClassiなどICT活用を研究し効果的な学習活動を展開する。【全クラ
ス朝学習にて取り組む】

①中学校訪問、学校見学会、出前授業などを実施する。【出前授業は
各類１回以上実施、学校見学会の参加者を昨年度より増加させる。】

②ＨＰやＳＮＳ、学校パンフレットによる訴求効果の向上を図る。
【志願者増加（昨年度比）】

①いきいきと働くことができる職場環境の整備【年間における時間外
在校等時間の月平均が４５時間を超える教員数０人】

②ICTを活用した授業や業務の改善【ICT、AI研修会を年２回以上実
施】

2

(2)教育課程の編成及び実施に関する方針
①探究的な活動をとおして、広い視野で社会課題の
解決を図る学習を行います。
②【工】工業に関する知識や技術を身に付け、産業
社会で活かすためのＩＣＴを効果的に活用します。
　【商】商業にに関する知識や技術を身に付け、産
業社会で活かすためのＩＣＴを効果的に活用しま
す。
③産学官との連携・協働により、学びを深める学習
活動を行います。

3 〇

△

◎

①やまがたグローカル・イノベーター育成事業の他に、イン
ドからの留学生を迎え、全校生が多文化共生について理解を
深める機会を持つことができた。【海外派遣５名、留学生受
入１名】

②「キャリア探究」は地域コンソーシアムや山形大学、東北
芸術工科大学など外部からの講師を招聘し行った。今年度の
「課題研究」については多くの地域課題についての取り組み
がみられた。【キャリア探究１、２年それぞれで年３回以上
実施、上杉まつり・雪灯篭まつりなどに参加】

〇やまがたグローカル・イ
ノベーター育成事業や留学
生の受け入れなどの業務を
担う組織の構築が必要。

①多くの課題研究やキャリア探究で企業及び大学と連携した
取り組みを実施した。【課題研究は５テーマ以上が企業・大
学等と連携した取り組みを実施。C類の環境化学コースにて
デュアルシステムを実施】

②Classiなどを活用した朝学習を全クラス実施

〇

〇デュアルシステムについ
て複数学科で展開できるよ
うにする。

〇朝学習等のICT活用につい
てさらに研究を進める必要
がある。

①学校見学会、学校開放日の設定、各類にて出前授業を実施
した。機械類の取り組みではイベント告知を市報にも掲載い
ただき多くの小学生が参加した。

②インスタのフォロワー数が１６００名を超えたことや、テ
レビなどのメディアに取り上げられることが多いことから広
報活動が積極的に行われているとの評価をいただいた。

①時間外在校等時間の月４５時間を超える教員は毎月複数人
いた。

②研究授業ではICT活用に関する様々な取り組みがみられた。


